
　
こ
こ
で
は
、
そ
の
中
で
市
民
が
日

常
、
税
負
担
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ

り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
意
識
・

意
見
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

調
査
し
た
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
意
識
」
を
中
心
に
報
告
す
る
。

は
そ
れ
か
ら
一
三
・
九
ポ
イ
ン
ト
減

少
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
「
水

準
が
低
下
し
て
も
負
担
軽
く
」
（
二

三
・
〇
％
）
は
、
二
四
・
〇
％
か
ら

九
ポ
イ
ン
ト
、
「
多
少
負
担
が
増
え

て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
上
げ

て
欲
し
い
」
（
一
六
二
一
％
）
は
。

一
〇
・
八
％
か
ら
五
・
四
ポ
イ
ン
ト

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
昭
和
六
十
一
年

時
と
比
較
し
、
両
極
に
二
分
化
す
る

傾
向
を
示
し
た
。

●
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
実
施
に
つ

　
い
て

　
現
在
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
民
間
で

実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
民

間
に
任
せ
る
方
向
で
考
え
る
の
が
良

い
」
と
考
え
る
人
が
五
五
・
八
％
と

過
半
数
を
占
め
、
「
民
間
に
ま
か
せ

る
べ
き
で
な
い
」
と
考
え
る
人
は
二

五
・
九
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
昭
和

六
十
一
年
度
調
査
と
比
較
す
る
と
、

「
賛
成
」
は
四
四
・
〇
％
か
ら
一
一
・

八
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
た
の
に
対
し
、

「
反
対
」
は
三
八
・
三
％
か
ら
一
二
・

四
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
そ
の
差
が
五
・

七
ポ
イ
ン
ト
か
ら
二
九
・
九
ポ
イ
ン

ト
へ
と
拡
大
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
近
年
の
「
行
政
改
革
」

や
「
行
政
評
価
」
へ
の
関
心
の
高
ま

り
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ

注
　
市
内
在
住
二
十
歳
以
上
の

　
　
男
女
千
二
百
名
・
回
収
率

　
　
七
四
二
二
％

図一１　行政サービスの水準と税負担

○　行政サービス（役所の仕事）の水準と税金な

　　どの負担について、あなたは一般的にどうお

　　考えになりますか。

図一２　行政サービスの民間実施

Ｑ　市の仕事について、あなたは次の二つのどち

　　らの考えに近いですか。

わからない

　　7.4％
水準が低下して

も負担軽く

その他

　　4.2%

わからない

　　18.3%

負担が増え

るなら現在

と同じ程度

で良い

　49.1％

負担が増え

てもサービ

スの水準を

上げて欲し

い

　16.2%

民間に任せる

方向で考える

のが良い

　　55.8%

民間に任せ

るべきでな

い

　25.9%
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は
じ
め
に

　
横
浜
市
民
意
識
調
査
は
、
横
浜
市

民
の
日
常
生
活
に
つ
い
て
行
動
と
意

識
の
両
面
か
ら
と
ら
え
、
生
活
意
識

や
生
活
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
今
後
の
市
政
の
参
考
と
す

る
た
め
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
年
度
は
、
「
定
住
意
向
」
や

「
生
活
の
満
足
感
」
、
「
心
配
ご
と
」
、

「
喜
び
・
生
き
が
い
」
「
市
政
へ
の
評

価
と
要
望
」
な
ど
の
経
年
的
に
質
問

す
る
項
目
の
ほ
か
、
特
集
項
目
と
し

て
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
意
識
」
と
「
都
市
と
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て
質
問
を
行
っ

た
。
（
市
内
在
住
の
二
十
歳
以
上
の

男
女
千
五
百
名
・
回
収
率
七
四
・
一

％
）

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
意

識●
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
と
税
負
担

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
と
税
金
な

ど
の
負
担
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

水
準
は
上
げ
て
欲
し
い
が
、
負
担
が

増
え
る
の
な
ら
現
在
と
同
じ
程
度
で

よ
い
」
が
四
九
・
一
％
と
、
現
状
維

持
で
よ
し
と
す
る
人
が
約
半
数
を
占

め
て
い
る
。
一
方
、
昭
和
六
十
一
年

度
調
査
（
注
）
の
同
じ
質
問
で
は
、
現

状
維
持
は
六
三
・
〇
％
居
り
、
今
回

地
域
に
お
け
る
具
体
的
な
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
の
意
見

　
今
回
の
調
査
で
は
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
質

問
す
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
生
活
の

中
で
の
幾
つ
か
の
具
体
的
な
場
面
を

想
定
し
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
へ
の
考
え
方
も

　
企
画
局
調
査
課

調
査
＆
政
策
研
究

平
成
十
年
度
横
浜
市
民
意
識
調
査
か
ら

　
う
。



聞
い
た
。

●
ご
み
集
積
所
の
管
理
や
清
掃
は
誰

　
が
担
う
べ
き
か

　
　
「
ご
み
集
積
所
」
の
管
理
や
清
掃

は
、
市
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ご

み
の
分
別
収
集
や
リ
サ
イ
ク
ル
等
の

環
境
行
政
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

日
常
生
活
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
利
用
者

同
士
で
交
代
制
な
ど
の
ル
ー
ル
を
決

め
、
管
理
す
る
。
」
（
五
一
・
二
％
）

で
過
半
数
を
占
め
て
い
る
。
以
下
、

「
気
の
つ
い
た
人
や
ふ
だ
ん
利
用
し

て
い
る
人
が
自
主
的
に
す
る
」
二

六
・
九
％
）
、
「
税
金
な
ど
で
負
担
を

し
て
市
の
行
政
が
管
理
指
導
す
る
」

二
二
・
九
％
）
、
「
利
用
者
が
費
用

を
出
し
合
い
民
間
業
者
な
ど
へ
委
託

す
る
」
（
一
二
・
五
％
）
と
な
っ
て

お
り
、
こ
の
質
問
で
は
、
行
政
や
民

間
に
任
す
よ
り
も
地
域
で
の
住
民
の

自
主
的
取
り
組
み
に
よ
る
べ
き
だ
と

い
う
人
が
多
数
と
な
っ
て
い
る
。

●
地
域
の
身
よ
り
の
な
い
お
年
寄
り

　
の
介
護

　
「
地
域
の
身
よ
り
の
な
い
高
齢
者

の
介
護
」
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
担
う
主
体
や
そ
の
あ
り
方
を

考
え
る
際
の
一
つ
の
典
型
的
な
ケ
ー

ス
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
は
、
「
市
が
中
心
に
な
っ

て
、
地
域
も
協
力
す
る
」
が
五
二
・

七
％
と
過
半
数
を
占
め
た
。
以
下
、

「
税
金
な
ど
の
負
担
で
市
が
責
任
を

も
っ
て
行
う
べ
き
」
は
二
六
・
六
％
、

「
地
域
が
中
心
で
市
が
援
助
す
る
」

は
一
六
・
○
％
、
「
地
域
の
人
々
が

中
心
に
な
っ
て
行
い
市
は
何
も
し
な

い
」
は
〇
・
五
％
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
昭
和
六
十
一
年
度
調
査
と

比
較
す
る
と
、
「
行
政
が
中
心
、
住

民
も
協
力
」
は
六
二
・
三
％
か
ら
九
・

六
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
た
の
に
対
し
、

「
税
金
な
ど
の
負
担
で
市
が
責
任
を

も
っ
て
行
う
」
は
一
四
・
九
％
か
ら

一
一
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
行
政

に
対
し
て
積
極
的
な
対
応
を
期
待
す

る
意
見
が
増
加
し
て
い
る
。

●
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施

　
設
を
整
備
す
る
と
き
の
利
用

　
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施

設
の
利
用
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、

「
市
が
税
金
で
費
用
を
負
担
し
利
用

料
金
を
安
く
す
る
」
が
四
五
・
八
％

と
最
も
多
い
。
続
い
て
「
民
間
施
設

を
安
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
市
が
補

助
す
る
」
（
二
三
・
四
％
）
、
「
一
回

分
の
利
用
料
金
が
高
く
な
っ
て
も
利

用
す
る
人
が
負
担
す
る
」
（
一
七
・

一
％
）
、
「
余
暇
活
動
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
等
に
税
金
を
使
う
必
要
は
な
い
」

一
　
調
査
＆
政
策
研
究
・
平
成
十
年
度
横
浜
市
民
意
識
調
査
か
ら

（
七
・
六
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

●
市
民
が
求
め
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

　
あ
り
方
と
は

　
こ
の
よ
う
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
総

体
と
し
て
と
ら
え
た
場
合
と
、
市
民

生
活
に
関
わ
る
個
別
事
例
を
想
定
し

た
場
合
を
比
較
す
る
と
、
一
般
的
な

傾
向
と
し
て
は
行
政
へ
「
効
率
性
」

を
求
め
る
一
方
、
身
近
な
地
域
に
お

け
る
個
別
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
行

政
へ
の
期
待
度
は
高
い
。
今
後
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
図
る
に
あ
た
っ

て
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
課
題
で

あ
ろ
う
。

都
市
と
ス
ポ
ー
ツ

　
さ
て
、
平
成
十
年
、
横
浜
の
ス
ポ
ー

ツ
シ
ー
ン
は
注
目
を
集
め
続
け
た
。

プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
、
神
奈
川
大

学
の
箱
根
駅
伝
連
覇
で
幕
を
開
け
、

関
東
学
院
大
学
の
ラ
グ
ビ
ー
大
学
選

手
権
優
勝
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
フ
ラ
ン
ス
大
会
に
も
横
浜
マ
リ
ノ

ス
な
ど
の
主
力
選
手
が
出
場
し
、
横

浜
高
校
の
甲
子
園
大
会
春
夏
連
覇
、

最
後
は
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
日
本

一
で
締
め
く
く
ら
れ
、
ま
さ
に
「
横

浜
イ
ヤ
ー
」
と
称
さ
れ
た
一
年
で
あ
っ

た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に

対
す
る
市
民
意
識
に
つ
い
て
の
質
問

を
行
っ
た
。

●
市
内
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
活
躍

　
市
内
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
活
躍
に

つ
い
て
、
最
も
多
く
あ
げ
ら
れ
た
の

は
「
活
躍
し
て
い
る
と
、
皆
一
緒
に

応
援
す
る
の
で
一
体
感
が
わ
い
た
」

（
六
〇
・
八
％
）
　
で
、
六
割
強
を
占

め
て
い
る
。
以
下
、
「
今
ま
で
は
興

味
が
な
か
っ
た
が
こ
れ
か
ら
は
応
援

し
た
く
な
っ
た
。
」
（
三
一
・
五
％
）
、

「
自
分
も
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
を

し
て
み
た
く
な
っ
た
。
」
（
一
五
・
三

％
）
と
肯
定
的
な
意
見
が
上
位
を
占

め
て
い
る
。
一
方
「
好
き
な
チ
ー
ム

で
は
な
い
の
で
特
に
興
味
は
持
た
な

か
っ
た
」
、
「
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
は
な

い
」
な
ど
の
意
見
も
ど
ち
ら
も
一
割

程
度
あ
っ
た
。

　図一３　身よりのない高齢者の介護

○　あなたのお住まいの近くに身よりのない一人
　　暮らしのお年寄りがいるとします。このお年

　　寄りのお世話をする必要が生じた場合、あな

　　たはどのようにしていくことがよいとお考え

　　になりますか。

４　スポーツ・文化施設の整備・利用図一

○　あなたのお住まいの地域に、住民のためのス

　　ポーツ施設や文化施設を市が建設するとしま

　　す。あなたは次のどの意見に近いですか。

その他・わからない

税金などの負

担で市が責任

を持って行う

k　26.6%

地域が行い一
市は何もしない
　0.5％

地域が中心
で市が援助
する

4

　16.0%

税金で負担し

利用料は安く

　45.8%

必要はない

　7.6%

市が中心で

地域の人も
協力

　52.7%

民間施設を
補助して利
用料を安く
　23.4%一

利用料が高
くても使う
人が負担

65●

お
わ
り
に

　
我
々
行
政
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て

市
民
意
識
を
適
時
か
つ
的
確
に
把
握

し
、
政
策
に
反
映
し
て
い
く
と
い
う

作
業
は
難
し
い
作
業
で
は
あ
る
が
常

に
相
対
し
て
い
く
べ
き
課
題
で
あ
る
。

　
本
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
本
年

三
月
末
に
報
告
書
を
発
行
す
る
の
で
、

ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

詳
細
は
企
画
局
調
査
課
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。
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